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教育目標： 考える子 思いやりのある子 やりぬく子 

 

 

 

 

5月 25日(水)、清々しい青空の下、第 28回 南達方部小学校交歓陸上

競技大会が白沢運動場で開催され、本校の６年生５１名が参加しました。 

 大会は、100m走、80mハードル走、持久走、走り高跳び、走り幅跳

び、ソフトボール投げ、4×100mリレーの 7種目で競われ、子どもたち

は、それぞれの競技で自己ベストを目指して頑張り、その結果、多くの種

目で素晴らしい成績を修めました。 

「ふじむらさき」色のはちまきをぎゅっと締めて、全力で競技する姿、

とてもかっこよかったです。 

スポーツ、とりわけ陸上競技は、様々なことを私たちに教えてくれます。 

自分の限界より少し上の「努力」で、できなかったことができるようになる

喜び。「継続」が何より大切であること。「応援」が不可能を可能にしてくれる

こと。「互いの健闘をたたえ合

うこと」の清々しさ・・・。 

 今大会に参加することを通

じて、これらの価値のあるこ

とを、素晴らしいことを、6

年生全員が、経験できたこと

と思います。 

 是非、この経験を、これか

らの学校生活に活かしてほし

いと思います。＜裏面に続く＞ 
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学校だより第６号 

令和４年６月６日 

校  長  穐山俊之 

入賞者 

―女子の部― 

走り幅跳び     

第 3位 石井桜叶 

ソフトボール投げ 

第 2位 近内千夏 

80mハードル走  

第 4位 根本朱理 

第 6位 三瓶小桃 

800m走       

第 5位 舟木莉桜 

４×100ｍリレー  

第 3位 6年 1組 

  第 5位 6年 2組 

―男子の部― 

走り幅跳び     

第 4位 渡辺悠斗 

ソフトボール投げ  

第 1位 菅野翔真 

 第 2位 菅野 鼓 

80mハードル走   

第 3位 根本 創 

 第 4位 小木滉貴 

走り高跳び 

 第 4位 添田涼月 

1000m走 

 第 2位 松崎壮志 

 第 4位 土橋涼翔 

４×100ｍリレー 

 第 3位 6年 1組 

第 4位 6年 2組 
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 本大会を迎えるにあたり、お子さんの体調を整え、当日の朝、元気に

会場に送り出してくださった保護者の皆様、お忙しい中、応援に駆けつ

けていただいた保護者の皆様にも、感謝申し上げます。 

 また、早朝より、テント設営のために、お忙しい中ご協力いただきま

したＰＴＡ会長の宗像さんをはじめ、本部役員の菅野さん、榊原さん。

大会終了後に、子どもたちの使用したテントの撤収作業にご協力をいた

だいた多くの保護者の方々に対し、この場を借りて御礼申し上げます。

本当にありがとうございました。 

５月２９日（日）、ＰＴＡリサイクル委員会事業の資源回収

とＰＴＡボランティア委員会事業の奉仕作業が行われました。 

 今回は、１．３．５年生の保護者の方に、南校舎・西校舎の

窓ふき作業を、２．４．６年生の保護者の方には、プール清掃

を、それぞれご協力いただきました。 

 早朝からの作業ににもかかわらず、多くの保護者の方が参加

して下さいました。 

おかげさまで、学校がとてもきれいになりました。ご協力、ありがとうございました。 

５月３１日(火)の４校時、第 2校庭に

不審者が侵入したとの想定で、不審者

侵入対応訓練を実施しました。 

 郡山北警察署本宮分庁舎の警察官に

ご来校いただき、職員の防御対応の仕

方や 110番通報のポイント、児童の避難誘導の仕方などについて、指導し

ていただきました。 

 訓練では、各教室で、侵入者から見えにくくなる隠れ方や侵入を防ぐた

めのバリケードの作り方等を練習・確認し、その後、放送の指示により不

審者から離れるルートを通って、速やかに体育館に避難しました。真剣に

取り組む子どもたちの姿が印象的でした。 また、職員は、不審者との対峙の仕方や職員間での速や

かな情報伝達と連携体制の大切さなどを学ぶことができました。子どもを守るために教師が連携し、

機能的に動くことが第一であると再認識しました。 

 講師の警察官からは、「子どもたちが、静かにとてもすばや

く避難行動をとれたこと」、「いち早く近くの先生が駆けつ

け、協力しながら不審者対応ができたこと」などをほめてい

ただきました。 

 「もしも」の機会はない方がいいのですが、万が一の時、

今回の学習を活かしてほしいと思います。専門的な指導で実

習することで、防犯への意識付けの機会となりました。 


